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YCOG1307試験は1000例を超える大規模な進
行下部直腸癌の術後補助化学療法に関する後
ろ向き観察研究であり、この研究のサブ解析
として排尿障害について解析し、執筆させて
いただきました。
YCOG施設の多くの先生方やスタッフのご協
力で多く症例を登録していただいたおかげで
過去にない大規模な直腸癌術後の排尿障害に
関するデータを検討することができ、その結
果International Journal of Colorectal disease
に掲載され、皆さまに大変感謝しております。
これからもYCOG発展に貢献できるよう努力
していきますのでご支援のほどよろしくお願
いいたします。
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この度YCOG1404試験の論文執筆を担当
させていただき、Surgery Todayに掲載さ
れました。
YCOG1404試験は結腸癌の腹腔鏡下手術
における術後静脈血栓塞栓症（VTE）予
防にエノキサパリンが有効であるかを評価
したランダム化比較試験です。残念ながら、
エノキサパリン投与によるVTE予防効果
は証明できませんでしたが、自分にとって
は臨床試験に携わる初めての機会であり、
症例設計を含むプロトコール作成、統計解
析、論文の執筆と様々なことを勉強する経
験ができました。
症例登録にご協力いただいたYCOG関連
施設やその先生方には大変感謝をしており
ます。この場を借りて御礼申し上げます。
今後ともYCOGの発展に貢献できればと
思います。
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